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本講義の概要
考察の対象
• 1910年代後半から1930年代前半までの日本
• 当時の最新技術であった電気照明
• 住宅
目的
• 電気照明の普及によって人々の明るさおよび空間の認識がいかに変化したのかを
浮かび上がらせる

• そのような認識の変化が照明および建築デザインに与えた影響を概説する
到達点
• 本講義と過去6回の講義を結び付けてみる
• 「惑星時代の人間」という問いについて考える
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１ 電光



電気照明のはじまり
1878（明治11）年 アーク灯屋内点灯 工部大学校（現東大工学部）講堂
1882（明治15）年 アーク灯屋外点灯 銀座・大倉組（現大成建設）社屋前
1882（明治15）年 エジソン電灯会社による世界初の電気事業開始

炭素フィラメントの白熱電球実用化 
1887（明治20）年 東京電燈（現東京電力）営業開始
1890（明治23）年 白熱舎創設
1899（明治32）年 白熱舎、東京電気（現東芝）へと社名変更 
1911（明治44）年 タングステンを用いた電球販売（マツダランプ）開始
1912（大正01）年 水力発電の出力が火力発電の出力を上回る
1917（大正06）年 工業動力の総馬力数に占める電動機の割合が半数超える 
1921（大正10）年 東京・京橋新橋間に電気街灯148本建設
1928（昭和03）年 御大典
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名古屋本町通夜景 御大典後と推定
名古屋市図書館所蔵
なごやコレクションウェブサイト

大須商店街夜景 1930年代後半と推測
名古屋市市政資料館所蔵
なごやコレクションウェブサイト
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電化率の推移
年 全国＊ 東京府＊＊

1905（明治38）年 2.5 %
1907（明治40）年 2 %
1910（明治43）年 14.9 %
1915（大正04）年 63.5 %
1917（大正06）年 42 %
1925（大正14）年 96.9 %
1927（昭和02）年 87 %
1930（昭和05）年 97.4 %
1935（昭和10）年 98.7 %

国 年度 普及率
スイス 1933（昭和08）年度 99 %

日本（内地） 1935（昭和10）年度 89 %
スウェーデン 1932（昭和07）年度 85 %

ドイツ 1935（昭和10）年度 85 %
ベルギー 1933（昭和08）年度 70 %
アメリカ 1935（昭和10）年度 68 %

オーストリア 1933（昭和08）年度 60 %
イギリス 1933（昭和08）年度 44 %

出典
＊ 新電気事業講座編集委員会（1977）

『電気事業発達史』
＊＊ 西野寿章（2014）「東京の電気事業と電源開発」

『地学雑誌』123(2): 298–314

出典
電気学会（1939）『本邦に於ける輓近の電気工学』p. 496 
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局部照明
• 床置き型の行灯（あんどん）を身体に近づけて使用

水野年方画『水野年方新聞小説插絵』58  1900年頃の作品 櫻井家住宅 島根県仁多郡奥出雲町
2023年11月21撮影 8



局部照明
• 天井から吊るした石油ランプを顔に近づけて使用

水野年方画『水野年方新聞小説插絵』46  1900年頃の作品
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日常としての暗さ
• 雨戸や軒の深さにより
生み出される暗さ

• 屋内照明は身体の周り
をほの明るくするもの

千葉県佐原市某住宅 2024年4月21日撮影 10



暗さの否定
• 「明るい家には福の神」「暗い家には
貧乏神」

• 住空間の暗さと不健康さを結び付ける
生政治的な商業広告

「高燭電燈のおすゝめ」『マツダ新報』1928年3月号
資料提供：東芝ライテック株式会社 11



全般照明
• 1916（大正5）年 照明学会創設
• 照明が建物に固定
• 影を生み出さないことが前提

照明学会編『照明及電熱講演集』1927 p. 201

局部照明全般照明
近接性 三次元性
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電灯利用の様相
• 裸電球がぶら下がっているだけ

森鴎外・夏目漱石住宅（c. 1887）
博物館明治村 愛知県犬山市

2023年11月12日撮影 13



電灯利用の様相
• スイッチやコンセントの不在

松下電器（現パナソニック）1931年の広告
松下電器産業宣伝事業部編

『松下電器宣伝70年史』1988  p. 17 14



家庭電化の機能主義
• 1924（大正13）年 家庭電気普及会創設
• 会頭 後藤新平
• 主に電力供給事業者による団体
• 機能的な電気利用の普及啓発
• 百貨店等にて展覧会開催
• モデル住宅の建設

電気大博覧会家庭電化館
『マツダ新報』1926年4月号 p. 27
資料提供：東芝ライテック株式会社 15



家庭電化の機能主義
• 「住み良い家」のための住宅
電気標準仕様書作成

• 室の使われ方（機能）と電気
設備の対応関係が前提

• 機能主義的な家庭電化がもた
らす近代的快適性

家庭電気普及会『電燈50年記念「住み良い家」電気ホーム』1929  p. 17

近代的快適性
＝機能主義的な家庭電化
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家庭電化の機能主義
• 新中間層の要求に即し、新中間層にとっての理想を形成

電気普及会発行雑誌『拓けゆく電気』1936年1月号
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２ 陰翳



眩しさへの反動
• 国産の行灯型スタンドライトの浸透
• 効率一辺倒に対する照明技術者たちの疑問

電気普及館家庭照明室「和室」
大阪市電気局『電気普及館案内』1930  p. 7 19



藤井厚二（1888–1938）と《聴竹居》
• 東京電燈が営業を開始した翌年に生誕
• 東京帝国大学建築学科卒業後、竹中工
務店に勤務

• 1920（大正9）年 京都帝国大学着任
• 5つの実験住宅（自邸）を建設
• 環境工学の原理に基づく微気候のコン
トロールを通じた住宅デザイン

藤井厚二《聴竹居》外観（1928）
藤井厚二『聴竹居図案集』1929
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眩し過ぎる電灯批判
夜間に於ける照明は行燈其の他紙を通過せる光によりたるものが、電燈を使用して
以来其の直接照明によって全く此の特徴を破壊されたので、近来間接照明其の他適
当なる方法によって、軟き光線を使用すべきことが盛に推奨されて居ります。（p. 
145）

<前略＞西洋の建物内に於ける光線は極めて硬き感を与へますが、我国の住宅に於て
は其の窓に紙障子を嵌むるのみならず、先に述べたる如く外部には縁側や深い軒が
あり、特に光線の強き夏季には軒に簾を下げるので、天空より直接来る光線は比較
的少く、地上の諸物体の表面に反射したる光線に多くよるので、頗る軟き感を与へ
ます。従って西洋住宅と日本住宅との間には室内に於ける感興に著しい相違があっ
て、西洋住宅にて明快の感を享楽し得れば日本住宅に於ては静寂の感に浸ることが
出来ます。（p. 147）

藤井厚二『日本の住宅』岩波書店 1932
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散光を生み出す紙の魅力の再発見
夜間電燈による直接照明を為す場合には甚しく此の特徴は破壊されます。和風住宅
に於て私の最も不満に感ずる点は夜間の照明にして、多くの場合に此の方法に拠っ
て居ります。之を昼間と同様に軟かき光線を使用すれば頗る気持よく感じます。＜
中略＞最も簡単に電燈の光を軟かくなす方法は紙を使用することにして、電球より
の光線を一度薄美濃紙を通過せしむれば＜中略＞住宅に於ける電燈照明には此の方
法を推奨します。（pp. 148–149）

我国の美術品は散光によって鑑賞せらるるのを適当となし、若し然らざる場合には
極めて貧弱に見ゆるものが澤山あります。例へば、茶道に於ける諸種の器具は硬き
光線にて見れば感興は起りません。（pp. 145–146）

藤井厚二『日本の住宅』岩波書店 1932
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散光を生み出す紙の魅力の再発見
＜前略＞或人から我国の住宅建築に於て昔より硝子を持って居なかったことを遺憾
とする嘆声を聞きましたが、私は上述の理由によって紙を持って居たことを喜びま
す。日本紙は温度及び湿度の調節にも有効にして＜中略＞紙を除けば日本の住宅の
面白味は全く没却されます。（pp. 149）

藤井厚二『日本の住宅』岩波書店 1932
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藤井厚二《聴竹居》居間（1928）
藤井厚二『聴竹居図案集』1929
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藤井厚二《聴竹居》床の間（1928）
藤井厚二『聴竹居図案集』1929
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藤井厚二《聴竹居》居間（1928）
藤井厚二『聴竹居図案集』1929
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関重広・山鹿光治「日本紙を用いた照明器具の効果」『照明学会誌』16(5), 94–102, 1932 27



谷崎潤一郎（1886–1965）と『陰翳礼讃』
• 藤井厚二より2歳年上
• 雑誌『経済往来』1933（昭和8）年12月号
および1934（昭和9）年1月号に掲載された
随筆

• 伝統的な日本美の根源である陰翳を讃美
• 近代批判
• アジア主義
• 近代主義的な視座

谷崎潤一郎『陰翳礼讃・文章読本』新潮文庫 2016
https://www.shinchosha.co.jp/book/100516/ 28



日本間と電灯の不調和
今日、普請道楽の人が純日本風の家屋を建てて住まはうとすると、電気や瓦斯や水
道等の取付け方に苦心を払い、何とかしてそれらの施設が日本座敷と調和するやう
に工夫を凝らす風があるのは、自分で家を建てた経験のない者でも、待合料理屋旅
館等の座敷へ這入ってみれば常に気が付くことであらう。（p. 42）

実際電燈などはもうわれわれの眼の方が馴れッこになってしまってゐるから、なま
じなことをするよりは、あの在来の乳白ガラスの浅いシェードを附けて、球をムキ
出しに見せて置く方が、自然で、素朴な気持もする。（pp. 42–43）

谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89
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紙が生み出す柔らかい光の再発見
既に行燈式の電燈が流行り出して来たのは、われわれが一時忘れていた「紙」と云
ふものの持つ柔かみと温かみに再び眼ざめた結果であり、それの方がガラスよりも
日本家屋に適することを認めて来た証拠であるが、便器やストーヴは、今以てしっ
くり調和するやうな形式のものが売り出されてゐない。（p. 48）

分けても私は、書院の障子のしろじろとしたほの明るさには、ついその前に立ち止
まって時の移るのを忘れるのである。元来書院と云ふものは、昔はその名の示す如
く彼処で書見をするためにあゝ云ふ窓を設けたのが、いつしか床の間の明り取りと
なったのであらうが、多くの場合、それは明り取りと云ふよりも、むしろ側面から
射して来る外光を一旦障子の紙で濾過して、適当に弱める働きをしてゐる。（p. 
65）

谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89
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暗い室内空間が生み出した物質文化
もしあの陰鬱な室内に漆器と云ふものがなかったなら、蝋燭や燈明の醸し出す怪し
い光りの夢の世界が、その灯のはためきが打ってゐる夜の脈搏が、どんなに魅力を
減殺されることであらう。まことにそれは、畳の上に幾すぢもの小川が流れ、池水
が湛へられてゐる如く、一つの灯影を此処彼処に捉へて、細く、かそけく、ちらち
らと伝へながら、夜そのものに蒔絵をしたやうな綾を織り出す。（pp. 57–58）
漆器の椀のいゝことは、先づその蓋を取って、口に持って行く迄の間、暗い奥深い
底の方に、容器の色と殆んど違はない液体が音もなく澱んでゐるのを眺めた瞬間の
気持である。人は、その椀の中の闇に何があるかを見分けることは出来ないが、汁
がゆるやかに動揺するのを手の上に感じ、椀の縁がほんのり汗を掻いてゐるので、
そこから湯気が立ち昇りつゝあることを知り、その湯気が運ぶ匂ひに依って口に啣
む前にぼんやり味はひを豫覚する。（p. 58）
谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89
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近代主義者としての谷崎
諸君は又さう云ふ大きな建物の、奥の奥の部屋へ行くと、もう全く外の光りが届か
なくなった暗がりの中にある金襖や金屏風が、幾間を隔てた遠い遠い庭の明りの穂
先を捉へて、ぽうっと夢のやうに照り返してゐるのを見たことはないか。その照り
返しは、夕暮れの地平線のやうに、あたりの闇へ実に弱々しい金色の明りを投げて
ゐるのであるが、私は黄金と云ふものがあれほど沈痛な美しさを見せる時はないと
思ふ。（p. 67）

が、暗い家に住んでゐた昔の人は、その美しい色に魅せられたばかりでなく、かね
て実用的価値をも知ってゐたのであらう。なぜなら光線の乏しい屋内では、あれが
レフレクターの役目をしたに違ひないから。（p. 67）

谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89
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「闇」と「陰翳」
寺院のみならず、宮殿でも、庶民の住宅でも、外から見て最も眼立つものは、或る
場合には瓦葺き、或る場合には茅葺きの大きな屋根と、その庇の下にたゞよふ濃い
闇である。＜中略＞美と云ふものは常に生活の実際から発達するもので、暗い部屋
に住むことを餘儀なくされたわれわれの先祖は、いつしか陰翳のうちに美を発見し、
やがては美の目的に添ふように陰翳を利用するに至った。事実、日本座敷の美は全
く陰翳の濃淡に依って生れてゐるので、それ以外に何もない。（pp. 61–62）
たとへばわれわれが毎朝たべる赤味噌の汁なども、あの色を考へると、昔の薄暗い
家の中で発達したものであることが分る。＜中略＞いつもは何でもなくたべてゐた
あのどろどろの赤土色をした汁が、覚束ない蝋燭のあかりの下で、黒うるしの椀に
澱んでゐるのを見ると、実に深みのある、うまさうな色をしてゐるのであった。＜
中略＞かく考へて来ると、われわれの料理が常に陰翳を基調とし、闇と云ふものと
切っても切れない関係にあることを知るのである。（p. 60）
谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89

33



小結
• 認識上日本家屋の闇は徹底的に否定
• 隣り合わせにあった闇は、電気照明の台頭により完全に駆逐
• 人々の明るさや屋内空間を巡る認識は、局部照明的な空間認識から全般照明的
（ユークリッド的）な空間認識へと転化

• 日常が急激かつ劇的に明るくなる一方、電灯の眩しさに対する反動が起こる
• 紙貼りの照明デザイン
• 日本的な美を求める藤井や谷崎の視点もまた近代的、合理的、全般照明的
• 紙が生み出す散光や陰翳を日本の伝統的な美として（再）定義したというよりも、
むしろ光学的かつ建築的に操作可能なものとして創造した
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３ 結びにかえて



惑星時代の人間—新しい科学や技術は何をもたらすか？
• 電気という目に見えないものが電光や動力となって現れ、社会や人間の心身に大
きな影響を与えた

• 人間に新しい生のあり方を求める

最も重要なのは、いわゆる政治的な空間をこれまで記号化してきた諸源泉に還元す
ることのできない、権力の新たな源泉と正当化の新たな源泉を、彼ら全員が作り出
しているということである。彼らは新たな諸力を用いて政治的な相互作用を徹底的
に刷新するのだから、その彼らを「社会的または政治的な説明」に換言することは
できない。（p. 90）

ブリュノ・ラトゥール『パストゥールあるいは微生物の戦争と平和、ならびに「非
還元」』荒金直人訳以文社 2023
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惑星時代の人間—新しい生
• 台頭する新しい科学や技術に対して「伝統らしき」ものが呼び起こされる

藤井厚二にとっては、紙によって生み出される（科学的に操作可能な）散光
谷崎潤一郎にとっては、闇ではなく「美の目的に添うように」利用される陰翳

• 今日においても、新しい生のあり方を模索する上で「伝統らしき」ものが呼び起
こされている
溝口勝先生にとっては、昔ながらの農のある生活
高橋伸一郎先生にとっては、和食
羽藤英二先生にとっては、漁村において古くから続いている営み

• これらの模索こそが福永真弓先生のおっしゃる「サルベージ」を成立させている
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惑星時代の人間—何に対して「伝統らしき」ものなのか？
• （意識的か否かを問わず、反動の対象は）科学や技術そのもの＝西洋近代？
• 西洋中心的ロゴスからのdis-location（酒井直樹先生）
• 藤井や谷崎は「西洋 vs 日本（東洋、非西洋）」の対立軸に意識的
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西洋としての電灯
和風住宅に於ける室内の光線は洋風住宅のそれに比すれば、著しく軟かきを以て頗
る快感を与へます。＜中略＞洗練せられたる日本趣味として声を大になして誇るも
のであると信じます。（p. 144）

＜前略＞其の住宅の構造或は機械的設備を欧米の先進諸国に学べば、趣味の点に於
ても在来のものは全く捨てて西洋趣味に移らねばならないものと誤解せる人もあり
ますが、之は洵に遺憾なることにして、鉄筋混凝土の住宅にても腰掛式生活の住宅
にても、日本趣味は採用し得るものにて長く存続せしめ其の美点を享有したいと思
ひます。（p. 144）

藤井厚二『日本の住宅』岩波書店 1932
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西洋としての電灯
＜前略＞もし東洋に西洋とは全然別箇の、独自の科学文明が発達してゐたならば、
どんなにわれわれの社会の有様が今日とは違ったものになってゐたであらうか、と
云ふことを常に考へさせられるのである。（p. 49）
西洋の方は順当な方向を辿って今日に到達したのであり、我等の方は、優秀な文明
に逢着してそれを取り入れざるを得なかった代りに、過去数千年来発展し来った進
路とは違った方向へ歩み出すやうになった、そこからいろいろな故障や不便が起っ
てゐると思はれる。＜中略＞そこでわれわれは、機械に迎合するやうに、却ってわ
れわれの藝術自体を歪めて行く。西洋人の方は、もともと自分たちの間で発達させ
た機械であるから、彼等の藝術に都合がいゝやうに出来てゐるのは当り前である。
そう云ふ点で、われわれは実にいろいろの損をしてゐると考へられる。（pp. 51–
52）
谷崎潤一郎「陰翳礼讃」谷崎潤一郎編『鶉鷸隴雜纂』日本評論社 1936  pp. 42–89
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故郷回帰（homecoming）のジレンマ
• ユク・ホイ『中国における技術への問い—
宇宙技芸試論』2022 (2016)

• 西洋のロゴスと科学技術の間には一貫性が
ある

• 非西洋の宇宙論と科学技術の普遍性の間に
一貫した関係を求めることは可能か？

ユク・ホイ『中国における技術への問い—中国技芸試論』伊勢康平訳 ゲンロン叢書 2022(2016)
ゲンロンウェブサイト https://genron.co.jp/shop/products/detail/623 41



故郷回帰（homecoming）のジレンマ
＜前略＞ハイデガーが指摘していたのは、伝統の破壊やあらゆる「故郷」の消失と
いう、テクノロジーの惑星化がもたらす問題だったのだから。それはむしろ、テク
ノロジーのグローバル化によって生じる重大な帰結をあらためて考えるため、単な
るナショナリズム批判を超えて取り上げなければいけない問いなのだ。もしこの
「故郷回帰」（homecoming）のジレンマを理解できなければ、総力戦という犠牲を
払ってまで世界史を再建しようとした京都学派や、或いはテロリズムによってグ
ローバル化による問題を乗り越えられると信じているイスラーム過激主義のような、
狂信的な言動に帰結してしまうだろう。テクノロジーのグローバル化と正面から向
きあわないかぎり、狂信の燃えさしが絶えることはない。そして、それはさまざま
なかたちでヨーロッパ内外の随所へ広がってゆくことだろう。じっさい、二十一世
紀の最初に二〇年間は、まさしく私たちには近代を乗り越える力がないことを映し
だしていたといえる。（p. 374）
ユク・ホイ『中国における技術への問い—宇宙技芸試論』伊勢康平訳ゲンロン叢書 2022(2016)
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まとめ—空間・技術・創造力
• 新しい科学や技術の応用は人間
自身の新しい生を要求

• 現在の私たちと新しい人間の生
の間に補助線を引くために「伝
統的なもの」が探される（＝故
郷回帰の一環）

• その作業は土地や空間に刻み込
まれ、思った以上に長く私たち
の物質文化に影響を与える

• 現在の私たちと新しい人間の生
の間に引かれる補助線のあり方
は理屈では説明され得ない

• 創造性の余地
奈良県橿原市高木家住宅 18世紀後期建設
2013年6月1日撮影
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第４回 松尾俊彦（東日本旅客鉄道株式会社）× 中西もも（農学生命科学研究科／One Earth Guardians）
2024/7/30（火） 駒場Iキャンパス
＊今月下旬に詳細公表
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